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１．研究計画の概要 
 最近，Lusztigは，正標数の reductive群 G
の既約指標に関する自身の予想を拡張する
形で，Gの Lie環の表現に関する非常に興味
深い予想を提出し，それに答えるべく 
Bezrukavnikov, Mirkovicと Rumynin，以下
[BMR]と略記，は crystalline differential 
operators なるものを用いる代数解析的方法
を提示した。則ち，Gの定義する flag variety 
G/B上の crystalline differential operators  
のなす層を¥cDと記すと，[BMR]は，¥cD上
の coherent modules が 成 す bounded 
derived categoryと¥cDの globalsectionsの
なす環 D 上の有限生成加群の成す bounded 
derived category が derived global section 
functorによって三角圏同値になり，Dは G 
の Lie環の universal enveloping algebra 
の central reduction と同型であることを証
明した。 
	 この結果に触発されて，我々は，その代数
版，或いは，無限小版を調べたい。則ち，¥cD
の central reductionである G/Bの構造層の
Frobenius direct image の endomorphism 
ring ¥bar¥cD を考えて，それに対して，上
記 [BMR]のように derived global section 
functor による三角圏同値が成立するかどう
かを調べる。これは，G/B の構造層の
Frobenius direct imageが tiltingであること
がほぼ同値であることが分かっており，G/B
が projective spaceである場合，この時は，
Bは Borel 部分群ではなく極大 parabolic部
分群になる，また，G=SL_3の場合には，実
際成立することも分かっていた。 
 
２．研究の進捗状況 

	 上記問題をG=Sp_4の時に葉家琛との共同
研究により G/B上で解明した後，実は， G/B
の構造層の Frobenius direct image の中に
complete strongly exceptional posetを成す
層が，W^Pによって parametrizeされて,そ
れらの間の hom spaceが対応するW^Pの元
の Chevalley-Bruhat order によって 0 か否
かが決まって，現れていることを発見した。
ここで，W^P は G の Weyl 群の P の Weyl
群による coset representativeの集合である。
これらの直和を¥cE と書くと，¥cE の
endomorphism ring 上の有限次元右加群の
なす bounded derived categoryと G/B上の
coherent sheaves のなす bounded derived 
category が三角圏同値になることが分かる。
更にこれらの層は，整数環上定義されている
ので base changeにより複素数体上に持って
行くことが出来る。この現象が Gの rankが
２以下で G/P上において成立つことが，葉家
琛との更なる共同研究によって分かった。特
に，G=Sp_4で P=Bの時，また Gが G_2型
の時には，複素数体上にてもこのような層の
存在は，予想されてはいたが，知られていな
かった。 
	 これらの結果は， G/P の構造層の
Frobenius direct imageの分解の様子が，P
の 1次元 trivial加群をG_1Pへ誘導した加群
の構造が制御することに注目して得られた。 
ここで，G_1 は G の Frobenius kernel。従
って，この誘導表現の構造についての詳しい
結果が求められるが，それについても面白い
現象が観察出来ている。特に，G/P が
projective space の時には，dimension に係
わらず非常に綺麗に現れてきている。 
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３．現在までの達成度 
	 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
上記，G/P 上の coherent sheaves のなす
category を 記 述 す る W^P に よ っ て
parametrize される特別な層が，G/P の構造
層のFrobenius direct imageの中に現れたこ
との発見には，自身驚いた。元来，これらの
層の存在は複素数体上での話であり，それら
を正標数上で構成できたことは興味深く，
「当初の計画以上に進展している」と言えよ
う。 
 
４．今後の研究の推進方策	 
	 上記結果が一般の G/P で成り立つかどうか
を調べるのであるが，それには，上記，誘導
表現の研究が肝心になる。表現論と代数幾何
学の手法をを幅広く取り入れていくことが
必要になる。	 
	 
５.	 代表的な研究成果	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	 
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